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１．はじめに 

本論文は,流域対策の普及や促進を目的として,浸

水被害の防止や軽減に効果を発揮する地域の貯留ポ

テンシャル(以降,リスク軽減ポテンシャル)に着目

し,治水対策に係る流域特性を定量的に概略把握す

ることを論ずるものである.具体には,岡山県の一級

河川(吉井川水系,旭川水系及び高梁川水系,以降「岡

山三川」とする)の流域におけるリスク軽減ポテンシ

ャルについて『水田』と『ため池』に着目し,治水対

策に活用した場合の概略の貯留容量を試算した. 

２．検討背景 

流域治水は,気候変動の影響による水災害の激甚

化・頻発化を踏まえ,図 1 に示すように流域全体の関

係者が連携して治水対策を実施する考え方である.

そして流域治水プロジェクトに基づき,関係機関が

連携して治水対策に取り組んでいる. 

 

図 1 「流域治水」の施策※1 

流域治水の推進に向け流域全体で治水対策を進め

るためには河川対策だけでなく流域対策の普及,実

践が必要となる.市町村が主体的に取り組む流域対

策について,河川管理者以外の関係機関が実施でき

る流域対策が様々示されているが,それがどのくら

い潜在的にあるのかを具体的に示すことで,取組推

進に繋がると考えた.そこで,流域対策の実施主体者

(主に農林部局を所管する市町村)に対し実施できる

可能性の周知や概算効果量を算出することで理解の

促進を図り,取り組みの普及や推進につなげるため

に検討した.  

３．検討方針 

リスク軽減ポテンシャルに関する概略把握につい

て, 検討対象とする地域特性を統計情報から把握し

た.その結果,図 2 の通り岡山県の『水田』と『ため池』

の分布は中国 5 県の中でも高いポテンシャルを有す

ことが確認された.また,図 1 に示す通り水田とため

池を活用した流域対策として取り組みがある.今回

は水田とため池の分布が多い地域特性を踏まえ,これ

らを治水対策に活用した場合の貯留容量について,

同様の特性を有す地域でも同様の概略把握が可能な

ように一般に公開されている情報に基づく試算方法

を検討した. 

 

図 2 岡山県の地域特性の把握結果 

 
図 3 農業用施設を活用した流域の治水対策※2 

４．検討内容 

（１）リスク軽減ポテンシャルの整理方法 

『水田』と『ため池』に関するリスク軽減ポテンシ

ャルは表 1 の方法で整理した.具体の貯留容量の試

算に当たっては,水田とため池を治水対策に活用す

る場合の考え方を示した手引き※3、4を参考に,水田貯
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留とため池の事前水位低下による貯留容量の確保を

想定して概算容量を試算した.ため池について,今回

は概略把握のため満水面積＝池面積と仮定し,手引

きを参考に施設規模に応じた階級区分の分類を行っ

た.なお,ため池の位置データ(ポイントデータ)と基

盤地図情報(水域)をGISで紐付け全施設を分類した. 

表 1 リスク軽減ポテンシャルの整理方法 

 

 

図 4 ため池の階級区分の分類作業で参照した基準 

なお,ため池の位置データのみ管理者である県か

ら提供された資料を用い,その他は一般に公開され

ているデータを使用した. 

（２）貯留容量の試算 

『水田』と『ため池』を流域対策に活用した場合に

想定される貯留容量を試算した.ため池については

施設規模が 3 つあるため,図 5 に示す通り流域内の

ため池の個数と貯留容量は必ずしも一致しないこと

が分かる.このことから,治水対策を検討する場合は

個数だけはなく,容量で定量的に評価することが望

ましい.  

 

図 5 流域内のため池個数とため池の貯留容量 

また,貯留容量は流域内の市町村同士で比較でき

るよう図 6,図 7 の通り整理した.このような整理か

ら水田,ため池を活用した流域対策によるポテンシ

ャルが高い市町村が把握可能となり,推進に向けた

基礎資料となると考える. 

 
図 6 ため池貯留容量 流域市町村ランキング 

 

図 7 水田貯留容量 流域市町村ランキング 

さらに,ため池と水田の貯留容量に関して岡山三川

の治水協定に定められたダムを対象としダム貯留容

量と比較した.比較結果は,図 8 の通りダムの貯留容

量に対し,水田は約 20～30％程度,ため池は約 3～7％

程度の容量を有す. 

 
図 8 ため池,水田,ダムの貯留容量の比較 

５．まとめ 

今回リスク軽減ポテンシャルを概略の貯水容量と

して定量的に整理したことで,治水対策として活用

の可能性や地域の特徴を見える化した.また,農水部

局と連携して,ため池個々の貯留容量や水田面積及

び治水対策へ活用した実績や実現性等の精度の高い

情報を収集できれば更に具体的なポテンシャルを整

理可能である.今後はポテンシャルを確認してから,

具体的な対策や対策効果を検証することで効率的に

流域治水の取り組みを推進できると考える. 
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使用するデータ 貯留容量の試算方法

水田
(田んぼ)

・土地利用メッシュ
  [種別:田](R3年度)

・  “田”面積を集計(メッシュ数×100m×100m)
・   手引き(※3)を参照し,田んぼの畔を15cm嵩

上げした場合の容量を試算(畔高は許容湛水位

30cmの1/2と仮定)

ため池

・ため池位置
　(岡山県 ,広島県提供)
・基盤地図情報(水域)

・手引き(※4)を参照し,ため池の水位を1m低

下した場合の容量を試算（ため池面積×1m）  
・ため池面積は,基盤地図情報(水域)データを

基に計測

基盤地図情報(水域)の面積を基に,該当する階級に分類ため池の洪水調節機能強化対策の手引き/H30年5月
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